
（２） 

社
会
保
障
費
大
削
減
反
対
署
名
（
安
心
・
安
全

の
医
療
・
介
護
の
実
現
）
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。 

 
 

＝
た
だ
残
念
な
の
は
、
表
が
見
に
く
い
の
と
説
明
不
足
＝ 

 

      

今
回
の
ほ
ほ
え
み 

に
折
り
こ
ま
れ
て
い 

る
「
社
会
保
障
費
大 

削
減
反
対
署
名
」
は 

私
た
ち
に
は
大
変
な 

問
題
で
す
。 

 

私
自
身
も
年
金
生
活
に
入
っ
て
す
ぐ 

脳
梗
塞
に
な
り
、
介
護
が
必
要
な
生
活 

を
送
っ
て
お
り
ま
す
が
、
医
療
費
と
介

護
費
用
で
生
活
は
大
変
で
す
。 

実
は
病
気
に
な
る
ま
で
は
、
国
の
「 

社
会
保
障
費
」
の
持
ち
出
し
に
少
々

疑
問
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ

自
身
が
病
気
に
な
り
医
療
や
介
護
の
制

度
が
必
要
に
な
り
、
は
じ
め
て
「
社
会

保
障
」
の
大
切
さ
が
理
解
で
き
ま
し
た
。 

 

今
で
は
「
な
ん
と
し
て
も
大
削
減
を 

止
め
な
け
れ
ば
…
」
と
の
思
い
で
、
署

名
集
め
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
残

念
な
の
は
、
表
が
見
に
く
い
の
と
説
明

が
し
に
く
い
の
で
、
再
度
、
分
り
や
す

い
表
と
文
章
で
表
現
し
て
も
ら
え
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。 

（
栗
東
市
在
住
組
合
員
・
Ｙ
） 

                             

 

７０
歳
以
上
の
医
療
費
の
自
己
負
担

上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
年
収
３
７
０ 

万
円
以
上
の
人
は
、
４
万
４
４
０
０
円 

が
今
年
８
月
か
ら
５
万
７
６
０
０
円
に

年
収
３
７
０
万
円
未
満
で
住
民
税
を
払 

                        

う
人
も
、
１
万
２
０
０
０
円
か
ら
１
万 

４
０
０
０
円
に
上
が
り
ま
す
。 

 

７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
保
険

料
は
、「
所
得
割
」
の
軽
減
処
置
が
今
年

４
月
か
ら
縮
小
、
２
０
１
８
年
度
に
は

廃
止
さ
れ
、
低
所
得
者
の
保
険
料
が
２

倍
～
１０
倍
に
！？
同
時
に
窓
口
負
担
も

２
割
に
。
湿
布
や
う
が
い
薬
、
痛
み
止

め
な
ど
の
市
販
品
類
似
薬
が
保
険
か
ら

外
す
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
７４
歳
ま
で
の
軽
減
処
置
（
９

割
軽
減
）
も
２
０
１
７
年
度
か
ら
引
き

下
げ
ら
れ
、
保
険
料
が
大
幅
に
上
が
り

ま
す
。 

 

介
護
も
負
担
増
の
連
続
で
、
一
定
所

得
以
上
の
人
の
利
用
料
は
２
割
か
ら
２

０
１
８
年
度
に
は
３
割
に
な
り
ま
す
。 

歩
行
器
や
車
い
す
な
ど
の
福
祉
用
具

の
保
険
対
象
範
囲
を
見
直
し
利
用
料
の

引
き
上
げ
、
要
介
護
１
、
２
の
生
活
援

助
（
訪
問
介
護
）
の
切
り
下
げ
を
検
討
。 

ま
た
、
利
用
料
の
上
限
が
見
直
さ
れ
、

年
収
３
８
３
万
円
未
満
の
課
税
所
帯
の

場
合
、
２
０
１
７
年
８
月
か
ら
月
３
万

７
２
０
０
円
が
４
万
４
４
０
０
円
に
な

り
ま
す
。 

 

年
金
は
、
２
０
１
７
年
度
は
物
価
変

動
に
対
応
し
て
０
・
１
％
削
減
。
２
０

１
８
年
度
以
降
は
一
層
の
抑
制
。 

２
０
１
７
年
度
政
府
予
算
案
は
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増
を
１
４
０
０
億 

円
削
減
。
ね
ら
い
撃
ち
さ
れ
た
の
が
医
療
と
介
護
で
す
。 

 


